
今
議
会
で
は
、
豊
洲
新
市
場

問
題
が
、
都
政
を
揺
る
が
す
大

問
題
と
し
て
最
大
の
焦
点
に
な

り
ま
し
た
。

築
地
市
場
の
東
京
ガ
ス
豊
洲

工
場
跡
地
へ
の
移
転
は
、
15
年

前
に
当
時
の
石
原
知
事
が
、
同

地
が
深
刻
な
土
壌
汚
染
地
で
あ

る
の
を
知
り
な
が
ら
決
め
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
自
民
党

や
公
明
党
な
ど
が
移
転
に
賛
成

・
推
進
す
る
中
で
、日
本
共
産
党

は
、
一
貫
し
て
築
地
の
現
在
地

で
再
整
備
す
べ
き
だ
と
し
て
反

対
を
貫
く
と
と
も
に
、
ご
ま
か

し
と
欠
陥
に
満
ち
た
土
壌
汚
染

調
査
と
対
策
工
事
な
ど
を
厳
し

く
告
発
し
、
食
の
安
全
を
守
る

た
め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
主
な
建
物

の
下
は
盛
り
土
せ
ず
、
地
下
空

間
に
し
て
い
た
こ
と
を
告
発

し
、長
年
に
わ
た
っ
て
、都
民
と

都
議
会
を
欺
い
て
き
た
都
の
重

大
な
責
任
を
、厳
し
く
追
及
し
、

真
相
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
都
は
、

都
自
ら
が
地
下
空
間
に
す
る
こ

と
を
決
め
た
事
実
を
隠
し
、
地

下
空
間
は
、「
技
術
会
議
」
独
自

の
提
案
な
ど
と
す
る
、
事
実
を

ね
じ
曲
げ
た
報
告
と
答
弁
で
切

り
抜
け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

地
下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
資

格
に
欠
け
た
企
業
が
受
注
し
て

い
る
疑
惑
、
さ
ら
に
は
、
土
壌

汚
染
対
策
や
市
場
の
建
物
建
設

な
ど
を
め
ぐ
り
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

と
都
に
よ
る
官
製
談
合
に
よ
っ

て
、
建
設
費
が
は
ね
上
が
っ
た

疑
惑
な
ど
、
様
々
な
問
題
点
が

追
及
さ
れ
ま
し
た
。

小
池
知
事
は
地
下
水
の
管
理

に
か
か
わ
る
契
約
の
経
過
に
つ

い
て
は
、
「
必
要
が
あ
れ
ば
調

べ
る
」
、
建
設
費
の
高
騰
に
つ

い
て
は
、
「
都
民
に
開
か
れ
た

場
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
額
に

な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
」
「
よ
り
透

明
性
の
あ
る
入
札
制
度
の
構
築

に
向
け
て
議
論
を
行
っ
て
い

く
」
述
べ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
東
京
都
が
豊
洲
移
転

中
止
に
向
け
た
本
格
的
検
討
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
移
転
延
期
に
伴
い

損
失
を
こ
う
む
っ
て
い
る
業
者

に
対
す
る
補
償
、
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
築
地
市
場
の
補
修

等
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
都
の
と

り
く
み
を
注
視
し
、
よ
り
良
い

方
向
に
す
す
む
よ
う
、
ひ
き
つ

づ
き
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

都
知
事
選
挙
で
の
論
戦
、
都
民
要
求
に
も
と
づ
く
都
政
の

在
り
方
へ
の
都
民
・
国
民
の
注
目
が
大
き
く
広
が
る
中
で
小

池
百
合
子
知
事
の
初
議
会
、
都
議
会
第
三
回
定
例
会
が
、
9

月
28
日
開
会
、10
月
13
日
閉
会
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

3定都議会開会日、都庁に向かっ
て都民要求をコールする参加者

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
小
池
知
事
は
、
東
京
五

輪
開
催
経
費
を
検
証
し
て
い
る

調
査
チ
ー
ム
の
報
告
を
受
け
、

都
が
建
設
す
る
三
つ
の
恒
久
施

設
（
①
海
の
森
水
上
競
技
場
＝

ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
、
整
備
費
4

9
1
億
円
、
②
ア
ク
ア
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
＝
水
泳
、
整
備
費

6
8
3
億
円
、
③
有
明
ア
リ
ー

ナ
＝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
整
備
費

4
0
4
億
円
）
に
つ
い
て
抜
本

的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
座
席
数
な
ど
過
大

な
仕
様
や
、
大
会
後
の
利
用
計

画
の
不
十
分
さ
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
調
査
チ
ー
ム
の
報
告

書
は
、
組
織
委
員
会
の
負
担
す

べ
き
（
責
任
で
あ
る
）
仮
設
施

設
整
備
費
に
つ
い
て
、
都
内
の

施
設
は
都
が
全
額
負
担
を
提
案

す
る
な
ど
、
逆
に
都
民
負
担
に

つ
な
が
る
内
容
も
あ
り
ま
す
。

都
が
何
よ
り
も
行
う
べ
き

は
、
組
織
委
員
会
に
、
最
新
の

大
会
運
営
費
の
総
額
と
内
訳
を

速
や
か
に
公
表
さ
せ
て
、
費
用

削
減
に
力
を
つ
く
す
よ
う
申
し

入
れ
る
こ
と
で
す
。

都
が
選
手
村
の
基
盤
整
備
に

4
0
0
億
円
以
上
の
公
費
を
投

入
す
る
一
方
、
建
設
を
請
け
負

う
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
1
㎡

当
た
り
10
万
円
以
下
と
い
う
破

格
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と
な

ど
が
た
だ
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
五
輪
費
用
の
透

明
化
と
削
減
に
む
け
て
、
都
民

の
声
を
都
政
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

都
知
事
選
の
争
点
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
待
機
児
童
対
策
、
奨

学
金
な
ど
切
実
な
都
民
要
求
の

実
現
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
第

3
回
定
例
会
で
は
、
待
機
児
童

対
策
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
保
育
士
の
宿
舎
借
上

げ
支
援
の
対
象
拡
大
や
、
認
可

保
育
園
の
整
備
費
補
助
の
拡

充
、借
地
料
の
補
助
拡
充
な
ど
、

一
定
の
前
進
で
す
。

同
時
に
、
深
刻
な
待
機
児
童

問
題
解
決
に
は
、
質
の
低
下
に

つ
な
が
る
よ
う
な
規
制
緩
和
は

せ
ず
、
大
幅
な
給
与
引
上
げ
な

ど
処
遇
改
善
、
土
地
の
確
保
、

認
可
保
育
園
の
大
幅
な
増
設
を

進
め
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
施

策
の
拡
充
が
必
要
で
す
。

都
独
自
の
奨
学
金
に
つ
い

て
、
知
事
が
「
今
後
速
や
か
に

検
討
を
進
め
る
」
と
答
え
た
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
知
事
が
答

弁
し
た
よ
う
に
、経
済
格
差
が
、

将
来
の
希
望
の
格
差
に
つ
な
が

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
早
急
な

具
体
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

都
民
福
祉
の
施
策
を
さ
ら
に

充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
都

政
を
ゆ
が
め
て
き
た
石
原
都
政

以
来
の
大
型
開
発
優
先
の
路
線

を
正
し
、
都
政
に
都
民
福
祉
の

増
進
と
い
う
魂
を
取
り
も
ど
す

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
大
型
道

路
整
備
や
都
市
再
開
発
な
ど
に

事
業
費
全
体
の
26
％
を
投
入
す

る
一
方
、
福
祉
充
実
の
事
業
費

は
わ
ず
か
8
％
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
も
の
で
、
こ
れ
を
引
き
つ

ぐ
の
で
は
な
く
見
直
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

在
日
米
軍
横
田
基
地
（
東
京

・
福
生
市
な
ど
5
市
1
町
）
で

は
、
2
0
1
7
年
後
半
か
ら
の

空
軍
特
殊
作
戦
機
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス

プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
9
月
の
基
地
公
開

で
も
、
駐
機
場
の
整
備
や
格
納

庫
を
改
修
し
て
い
る
様
子
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

横
田
基
地
で
は
、
住
宅
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
が
密
集
す
る

真
上
で
、
毎
日
の
よ
う
に
夜
間

・
低
空
飛
行
や
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

降
下
を
行
っ
て
お
り
、
住
民
が

長
年
爆
音
や
墜
落
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
米
両
政
府
は

横
田
基
地
に
新
た
に
Ｃ
Ｖ
22
オ

ス
プ
レ
イ
を
配
備
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

安
保
法
制
＝
戦
争
法
の
も

と
、
日
米
軍
事
一
体
化
が
す
す

む
中
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

や
低
空
飛
行
な
ど
の
訓
練
が
全

国
に
拡
大
さ
れ
、
住
民
の
安
全

と
暮
ら
し
が
重
大
な
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
首
都
圏
・
関
東
で
は
、

オ
ス
プ
レ
イ
被
害
が
集
中
す
る

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
・
山
梨
に
ま
た
が
る
東

富
士
演
習
場
や
神
奈
川
県
・
厚

木
基
地
に
は
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
Ｖ

22
の
飛
来
、
訓
練
が
常
態
化
し

住
民
を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
状
況
に
加
え
て
、

横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
配

備
さ
れ
、1
都
8
県
に
及
ぶ「
横

田
エ
リ
ア
」
で
訓
練
を
お
こ
な

え
ば
、
事
故
の
危
険
と
騒
音
被

害
は
想
像
を
絶

す
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
千

葉
県
・
木
更
津

に
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
整
備
拠

点
が
11
月
に
は

運
用
を
は
じ

め
、
米
軍
の
オ

ス
プ
レ
イ
に
加

え
、
自
衛
隊
購

入
予
定
の
も

の
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
配

備
さ
れ
て
い
る

も
の
が
木
更
津

工
場
を
利
用

し
、
首
都
圏
・
東
京
湾
上
空
に

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
集
中
し
、

23
区
上
空
を
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛

び
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

都
民
・
住
民
の
い
の
ち
と
安

全
、
平
和
を
ま
も
り
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
撤
回
を
求
め
る
、

首
都
圏
・
関
東
近
県
規
模
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
首
都
圏
各
地
の
行
動
◆

∇
日
本
の
空
に
オ
ス
プ
レ
イ
い

ら
な
い

整
備
基
地
化
反
対

県
民
集
会
㏌
木
更
津

11
月
13
日
。
千
葉
県
木
更
津

市
吾
妻
公
園

∇
安
保
法
制
の
発
動
を
許
す
な

！
入
間
基
地
拡
張
ス
ト
ッ
プ

！
緑
の
森
を
守
ろ
う
！
埼
玉

県
集
会

11
月
20
日
。
入
間
市
・
彩
の

森
入
間
公
園
多
目
的
広
場

∇
オ
ス
プ
レ
イ
を
東
京
・
横
田

基
地
に
配
備
さ
せ
な
い
大
集

会11
月
23
日
午
後
1
時
半
開

会
。
福
生
市
・
多
摩
川
中
央

公
園

〈しんぶん赤旗／16．11．2〉

小
池
都
政
が
誕

生
し
て
か
ら
1
0

0
日
余
、
メ
デ
ィ

ア
は
知
事
を
東
京

の
改
革
者
と
天
ま

で
持
ち
上
げ
て
い

る
。
豊
洲
新
市
場

へ
の
移
転
延
期
や

衆
院
補
欠
選
挙
で
の
候
補
者
擁

立
、
小
池
塾
の
開
塾
を
さ
し
て

の
よ
う
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う

な
の
だ
ろ
う
か
▼
あ
る
は
ず
の

「
盛
り
土
」
が
な
く
そ
こ
に
横

た
わ
る
の
は
巨
大
な
地
下
空

間
。
都
政
を
揺
る
が
し
た
豊
洲

新
市
場
「
盛
り
土
」
問
題
の
衝

撃
の
は
じ
ま
り
は
日
本
共
産
党

都
議
団
の
指
摘
か
ら
は
じ
ま
っ

た
も
の
だ
。
都
庁
記
者
ク
ラ
ブ

の
ベ
テ
ラ
ン
は
「
豊
洲
移
転
は

文
字
通
り
根
底
か
ら
崩
れ
た
」

と
驚
嘆
す
る
▼
地
下
空
間
か
ら

見
え
る
も
の
は
何
か
。
発
が
ん

性
物
質
ベ
ン
ゼ
ン
が
環
境
基
準

の
4
万
3
千
倍
と
い
う
東
京
ガ

ス
跡
地
を
な
ぜ
新
市
場
に
選
定

し
た
の
か
、
高
額
な
新
市
場
建

設
工
事
の
落
札
率
が
99
・
9
％

と
い
う
「
官
製
談
合
」
疑
惑
な

ど
、
行
政
に
ま
と
い
つ
く
政
治

の
腐
臭
は
と
て
も
実
務
を
担
う

都
庁
職
員
だ
け
で
つ
く
れ
る
も

の
で
は
な
い
▼
知
事
は
出
馬
会

見
で
「
次
の
都
知
事
選
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
重
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
そ
の
前
に
辞
め
る
」
と
表

明
し
て
い
る
。
「
小
池
劇
場
」

と
よ
ば
れ
る
劇
場
型
政
治
を
演

出
す
る
由
来
で
あ
る
。
だ
が
知

事
の「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
」

と
い
う
豊
洲
新
市
場
へ
の
移
転

問
題
の
退
路
を
断
っ
た
の
は
日

本
共
産
党
都
議
団
と
都
民
の
力

に
よ
る
も
の
だ
。「
小
池
劇
場
」

は
都
政
に
蠢
く
闇
に
近
づ
く
こ

と
も
出
来
は
し
な
い
。
（
駒
）

東
京
に
穏
や
か
で
自
由
な
空
を

小池都知事初の都議会第３回定例会

豊洲『新市場』への移転～大問題豊洲『新市場』への移転～大問題
都民世論と市民の運動が都政を動かす

東
京
に
穏
や
か
で
自
由
な
空
を

東
京
に
穏
や
か
で
自
由
な
空
を

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い

１１
・
２３
大
集
会
に
全
都
か
ら
参
加
を

膨
ら
む

膨
ら
む

五
輪
開
催
費
の
見
直
し

五
輪
開
催
費
の
見
直
し

2016年11月15日

2016年11月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）
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羽
田
空
港
の
機
能
強
化
を
理

由
に
、
国
が
航
空
機
の
飛
行
ル

ー
ト
を
会
場
か
ら
都
心
に
変
更

し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
問
題

で
、
10
月
18
日
に
日
本
共
産
党

区
議
団
が
「
羽
田
空
港
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
き
、

1
3
0
名
を
超
す
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。

埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
岩
見

良
太
郎
さ
ん
は
、
「
政
府
・
財

界
あ
げ
て
国
家
戦
略
特
区
の
名

で
、
街
の
再
開
発
、
道
路
な
ど

整
備
す
る
こ
と
と
一
体
で
増
便

計
画
が
あ
り
、
羽
田
空
港
の
規

制
緩
和
を
緩
め
、
新
飛
行
コ
ー

ス
と
増
便
を
求
め
ら
れ
、
も
の

づ
く
り
中
小
企
業
の
街
で
な

く
、
羽
田
空
港
だ
け
が
あ
る
大

田
区
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
語

り
ま
し
た
。

煎
餅
店
社
長
の
横
山
宣
幸

（
「
羽
田
増
便
問
題
を
考
え
る

会
」
代
表
）
さ
ん
は
、
「
戦
前

は
現
在
の
空
港
の
地
で
煎
餅
屋

を
営
ん
で
い
た
が
、
米
軍
に
よ

る
48
時
内
の
強
制
撤
去
に
よ
っ

て
、
賠
償
金
も
あ
い
ま
い
な
ま

ま
現
在
の
羽
田
に
移
り
営
業
し

て
い
る
。
空
港
は
沖
合
移
転
し

た
の
に
今
度
は
増
便
で
子
や
孫

に
ま
で
騒
音
や
落
下
物
危
険
の

空
の
下
で
、
暮
ら
さ
せ
る
の
か

と
思
う
と
心
配
だ
。
多
く
の
人

に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

藤
原
幸
雄
区
議
は
、
議
会
で

「
新
飛
行
計
画
で
安
全
は
、
京

浜
島
上
空
飛
行
に
配
慮
を
」
な

ど
5
件
の
陳
情
全
て
を
自
民
、

公
明
党
な
ど
が
不
採
択
に
し
た

経
過
を
報
告
、
沖
合
移
転
合
意

と
空
港
跡
地
を
区
民
に
提
供
す

る
約
束
も
破
ら
れ
、
今
回
の
新

飛
行
計
画
・
増
便
に
つ
い
て
一

方
的
で
、
区
民
の
安
心
・
安
全
、

環
境
を
守
る
立
場
か
ら
、
国
に

撤
回
を
求
め
る
こ
と
を
し
な
い

区
政
の
姿
勢
を
批
判
し
、
「
区

民
の
運
動
、
世
論
で
の
力
を
結

集
し
て
撤
回
を
求
め
よ
う
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
で
も
取
り
上
げ
た
田
村

智
子
参
議
院
議
員
も
出
席
。
田

村
氏
は
「
増
便
・
航
路
変
更
な

ど
の
影
響
に
つ
い
て
、
国
は
納

得
い
く
問
題
対
策
も
住
民
へ
の

説
明
も
で
き
て
い
な
い
。
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
て
、
住
み
続

け
ら
れ
る
街
づ
く
り
こ
そ
、
私

た
ち
が
求
め
る
も
の
で
す
。
党

派
を
超
え
た
要
求
運
動
と
し
て

声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
【
藤
原

幸
雄
・
日
本
共
産
党
大
田
区
議
】

東
京
に
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を

実
現
し
、
公
害
を
克
服
し
て
、

東
京
を
真
に
住
み
よ
い
都
市
に

す
る
た
め
に
は
、
東
京
の
根
本

的
な
都
市
改
造
が
必
要
で
あ

る
。
「
広
場
と
青
空
に
東
京
構

想
」
は
、
こ
の
た
め
の
、
市
民

生
活
に
視
点
を
お
い
た
総
合
的

・
体
系
的
な
都
市
改
造
の
構
想

で
あ
る
。

（
試
案
発
表
後
の
あ
ゆ
み
）

革
新
都
政
二
期
目
と
な
る
都

知
事
選
挙
が
1
9
7
1
年
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
は
そ

の
年
の
3
月
に
「
広
場
と
青
空

の
東
京
構
想
（
試
案
）
」
（
以

下
「
東
京
構
想
」
）
を
発
表
。

一
方
、
自
民
党
の
単
独
推
薦
で

立
候
補
し
た
警
察
官
僚
の
秦
野

章
候
補
は
、
環
状
8
号
線
の
立

体
道
路
化
、国
鉄
跡
地
の
活
用
、

新
東
京
開
発
公
団
の
設
立
な
ど

を
柱
と
し
た
、
財
界
・
大
企
業

奉
仕
、
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

開
発
構
想
＝
い
わ
ゆ
る
「
4
兆

円
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
か
か
げ
ま
し

た
。結

果
、
革
新
統
一
候
補
の
美

濃
部
亮
吉
氏
が
圧
勝
。
都
民
は

市
民
生
活
と
環
境
優
先
、
都
民

参
加
を
か
か
げ
た「
東
京
構
想
」

に
軍
配
を
あ
げ
た
の
で
す
。

都
民
の
た
め
の
都
市
改
造

そ
の「
東
京
構
想
」は
、「
新

し
い
東
京
計
画
」
と
し
て
、
都

心
へ
の
一
点
集
中
を
改
革
す
る

た
め
の
�
都
心
と
多
摩
連
関
都

市
と
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
新

都
心
（
新
宿
）
の
形
成
�
を
図

る
「
2
極
構
造
へ
の
転
換
」
、

「
都
民
に
よ
る
都
市
改
造
運
動
」

「
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
シ
ス

テ
ム
化
」
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の

都
市
づ
く
り
を
大
転
換
す
る
方

向
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
具
体
的
方
策
と
し
て
、
多
摩

連
関
都
市
計
画
・
東
部
地
域
整

備
計
画
・
生
活
都
心
帯
計
画
・

臨
海
地
帯
計
画
の
「
四
つ
の
戦

略
計
画
」を
提
起
。
さ
ら
に「
多

様
な
先
駆
事
業
の
実
施
」
と
し

て
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設

・
江
東
地
区
再
開
発
・
柳
町
再

開
発
・
海
上
公
園
建
設
・
グ
ラ

ン
ド
ハ
イ
ツ
跡
地
整
備
を
提

起
。
交
通
と
緑
の
シ
ス
テ
ム
計

画
と
し
て
基
幹
交
通
の
シ
ス
テ

ム
計
画
、
緑
の
シ
ス
テ
ム
計
画

を
打
ち
だ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
美
濃
部
知
事
は
、
知

事
就
任
に
あ
た
っ
て
、
前
期
4

年
間
で
の
福
祉
・
く
ら
し
の
施

策
の
前
進
を
ふ
ま
え
て
、
2
期

目
の
お
お
き
な
仕
事
と
し
て
、

「
都
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
住

め
る
東
京
に
す
る
た
め
の
都
市

改
造
、
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
実

現
の
た
め
に
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
都
市
構
造
の
改
革
、
東

京
の
住
宅
不
足
の
解
消
、
公
害

の
撲
滅
、
通
勤
難
の
解
消
、
震

災
対
策
な
ど
の
解
決
に
強
力
な

施
策
を
進
め
る
」
こ
と
を
力
づ

よ
く
表
明
し
た
の
で
す
。

都
市
づ
く
り
の
7
つ
の
柱

美
濃
部
都
知
事
は
、
ま
た
、

都
市
づ
く
り
を
す
す
め
る
う
え

で
の
指
針
を
7
つ
の
柱
と
し
て

ま
と
め
、都
民
に
示
し
ま
し
た
。

①
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
実
現
と

そ
の
底
上
げ
が
、
東
京
に
お
け

る
都
市
づ
く
り
の
根
本

②
都
民
に
よ
る
下
か
ら
の
都
市

づ
く
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

③
実
現
性
と
妥
当
性
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

④
都
市
づ
く
り
は
鉄
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
だ
け
で
は
な
い

⑤
生
活
機
能
優
先
の
原
理
を
確

立
す
る
こ
と

⑥
都
市
づ
く
り
に
は
自
治
体
の

責
任
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
確

立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⑦
平
和
と
民
主
主
義
を
わ
す
れ

て
は
な
ら
な
い

今
日
に
残
る
先
駆
的
事
業

「
東
京
構
想
」
が
提
起
し
た

都
市
改
造
は
、
先
駆
的
事
業
を

は
じ
め
、
都
民
と
の
共
同
を
ち

か
ら
に
次
々
と
実
現
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
国
主
導
で
革
新

都
政
以
前
か
ら
す
す
め
ら
れ
て

い
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設

で
は
、
①
単
な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
す
る
の
で
は
な
く
、
職
住

近
接
型
の
新
都
市
と
し
て
建
設

す
る
、
②
地
元
関
係
市
町
の
事

業
参
画
を
す
す
め
る
な
ど
改
革

を
す
す
め
、
国
の
産
業
政
策
の

一
環
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

づ
く
り
か
ら
、
住
民
、
地
域
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
転
換
を

図
り
ま
し
た
。

江
東
地
区
再
開
発
は
、
災
害

危
険
度
の
高
い
江
東
デ
ル
タ
地

帯
で
の
災
害
対
応
、
生
活
環
境

改
善
、
経
済
基
盤
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
白
鬚
、
四
つ

木
、
大
島
・
小
松
川
、
木
場
、

両
国
、
中
央
、
（
錦
糸
町
）
の

6
地
区
で
都
市
整
備
を
お
こ
な

う
も
の
で
、
そ
の
第
一
号
と
し

て
白
鬚
東
地
区
が
防
災
拠
点
と

し
て
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
も
こ

の
構
想
を
ベ
ー
ス
に
都
市
整
備

が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

柳
町
再
開
発
（
新
宿
区
）
で

は
、
自
動
車
排
気
ガ
ス
公
害
の

解
消
を
実
現
。
海
上
公
園
建
設

で
は
な
ぎ
さ
公
園
と
し
て
の
葛

西
臨
海
公
園
を
建
設
、
夢
の
島

公
園
な
ど
も
都
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
の
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ
跡
地

は
、
戦
後
、
米
軍
家
族
宿
舎
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
土
地
で
し

た
が
、
革
新
都
政
は
そ
の
返
還

を
か
ち
と
る
と
と
も
に
、
「
従

来
の
住
宅
用
地
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
孤
立
的
、
閉
鎖
的
な
開
発

で
は
な
く
、
周
辺
地
域
と
も
調

和
の
と
れ
た
好
ま
し
い
環
境
の

緑
豊
か
な
市
街
地
と
し
て
整
備

す
る
」
こ
と
を
提
案
。
現
在
、

光
が
丘
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
卯
月
は
じ
め
）

羽田空港を考えるシンポで増便・航路問題に
ついて発言する参加者=16年10月18日

文
科
省
は
再
来
年
か
ら
「
道

徳
」
を
「
特
別
の
教
科
」
と
し

て
、
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を

行
い
、
学
ん
だ
こ
と
を
ど
の
程

度
「
実
践
」
し
、
「
習
慣
化
し

て
い
る
か
」
を
文
章
で
「
評
価
」

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
東
京

都
は
、
「
道
徳
」
指
導
の
冊
子

を
作
り
、夏
休
み
に
全
校
の「
道

徳
推
進
教
師
」
を
集
め
て
数
日

間
の
研
修
を
行
い
、
そ
の
内
容

を
各
校
で
報
告
さ
せ
ま
し
た
。

来
年
採
択
さ
れ
る
教
科
書
の

内
容
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、
い

ま
使
わ
れ
て
い
る
東
京
都
や
文

科
省
の
副
読
本
で
は
、
先
人
や

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
言
葉
を
引
用

し
て
「
今
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
、

も
っ
と
頑
張
れ
」
と
叱
咤
激
励

し
た
り
、
「
喧
嘩
し
な
い
で
仲

良
く
」
「
法
や
き
ま
り
を
守
る

こ
と
」
を
強
調
す
る
内
容
が
多

い
で
す
。

ま
た
、
文
科
省
の
「
研
究
開

発
校
」
と
し
て
「
道
徳
」
に
と

り
く
ん
で
い
る
小
学
校
で
は
、

年
間
45
時
間
（
通
常
35
時
間
）

の
「
道
徳
」
の
う
ち
15
時
間
を

「
礼
法
」
の
時
間
に
し
て
、
1

年
生
の
う
ち
か
ら
、
「
先
言
後

礼
」（
先
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
お
辞
儀

す
る
）な
ど
、形
か
ら
入
る
指
導

を
徹
底
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

自
立
し
て
生
き
る
こ
と
、
他

者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
、「
思
い
や
り
」の
あ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
誰
も
が

子
ど
も
に
望
む
こ
と
で
す
が
、

自
分
を
大
切
に
す
る
気
持
が
育

つ
中
で
は
じ
め
て
他
者
に
対
す

る
や
さ
し
さ
が
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時

に
は
仲
間
と
ぶ
つ
か
り
あ
い
、

そ
れ
を
解
決
し
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
し
た
子
ど
も
の
発

達
の
筋
道
と
は
か
け
離
れ
た
こ

と
が
「
教
育
」
の
名
で
お
し
つ

け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
、
と
て
も
心
配
で
す
。
【
糀

谷
陽
子
・
都
教
組
副
委
員
長
】

墨田区白髭東地区防災拠点全景・白髭団地
〈内閣府ｈｐより〉

増
便
・
航
路
変
更
に
不
安

羽田空港

人間として大切
育てることになるのか？

空
港
考
え
る
シ
ン
ポ

「道徳の教科化」と子どもの発達～「道徳の教科化」と子どもの発達～

都民のための東京改革②

革新都政が
挑んだもの
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